
～ 6年　12月　20日

（対象者数） 128 （回答者数） 72

～ 6年　12月　20日

（対象者数） 18 （回答者数） 18

～ 年　月　日

（対象数） （回答数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今までの活動の成果や問題点を定期的に事例検討し、よりき

め細かく特性に合った内容へと改善していく。

2

十分に期間をかけて企画・周知を行い動員数の確保とクオリ

ティの高いイベントを目指す。

3

職員の安全運転に対する意識と技術の向上。

快適な車内空間となるよう衛生美化に努める。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

相互理解の上、困りごとの把握や対処方法などを共有するた

めミーティングを頻回行い、相談のしやすい関係性を築く。

2

地域内の外出を足掛かりとして職員の経験を積み、統率力判

断力実践力などのスキルの向上を図る。

3

施設外活動が少ない。 職員不足などの理由で十分な安全が確保できないとなかなか実

施に踏み切れない企画がある。

学校・自宅への送迎。市外など遠方も対応。 児童及び職員の安全を第一とし、エリアごとに無理のない人数

を送迎できるよう台数の確保とシステマティックな体制を確立

している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

人材の確保と定着。 マルチタスクでの業務を負担に感じる職員への対応。

個別での研修や指導の不足など。

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

微細運動と粗大運動のフロアを分けて活動している。 各活動で専門のフロアなので集中して、尚且つ個別にじっくり

と関われる。また機能訓練士立案の運動プログラムや机上活動

で専門的な療育を提供している。

SNSの発信。他事業所とのイベント時の協力体制。 インスタグラムやYouTubeでの定期的な発信で、開かれた事

業所を心がけている。

市や各事業所のイベントでは相互協力のもと、ご家族で楽しめ

達成感のある内容を企画。

○従業者評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 年　月　日

○訪問先施設評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 7年　1月　31日

○従業者評価実施期間 6年　11月　18日

○事業所名 あすなろ・あすなろカラフル

○保護者評価実施期間 6年　11月　18日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


